
 

 

議 第３号 

 

 

   草津市地域公共交通計画の骨子案について 

 

 

 草津市地域公共交通計画の骨子案について、草津市地域公共交通活性化再生協議

会規約第１８条第４号の規定に基づき、承認を求める。 

 

 上記の議案を提出する。 

 

 

令和５年１０月２５日 

 

 

 

 

草津市地域公共交通活性化再生協議会 

会長 塚口 博司 

 資料 3  



車津市地域公共交通計画の策定について

【協議。報告事項】

・市民アンケート調査結果の概要

。まめパス禾J用者アンケート調査結果の概要

・上位・関連計画、網形成計画の整理

ジ上位・関連計画

ジ網形成計画の検証、評価

・草津市地域公共交通計画の骨子

ジ本市における地域公共交通の課題

ジ地域公共交通に係る基本方針と目標

ジ基本方針及び目標の実現に向けた事業や取組
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草津市地域公共交通計画の進め方

。人口、通勤通学、観光、公共交通の整備状況等

。地域公共交通の利用実態の把握
●市民の移動実態の把握 (市民アンケート調査の実施)

0まめプ恢利用者アンケート調査の実施
0ヒアリング調査の実施

※交通事業者、医療福祉施設、商業施設、学校等

<第28回協議会 (前回)>

■協議事項
・ 草津市の概況の5年前からの主な変化
・ 市民・プ恢利用者アンケートの内容

■臨 見いただきたい事項
。 それ部 の立場から抱いている草津市の地域公共交通

の課題
。 今後の取り組み (地域公共交通利便:陛向上に向けた

各種施策等)を見据え、アンケート調査です巴握しておき
たい項目

<第29回協議会 (今回)>

■協議事項
・ 計画の骨子案
・ 基本方針、事業施策

■臨 見いただきたい事項
・ 今後の草津市の地域公共交通の方向性
・ 取り組んでいくべき施策

(8)計画決定・策定

(7)パブリックコメントの実施

(6)地域公共交通計画 (案)の策定

(5)基本方針及び目標の実現に向けた事業・取組

(4)地域公共交通に係る基本方針と目標

(3)草津市の地域公共交通の課題

(2)市民の移動実態とニー;蒋巴握

(1)草津市の概況把握
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市民アンケート調査結果の概要
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市民アンケート調査結果の概要

・属1生  (性別・年齢・居住地区・世帯構成・免許保有状況・タト出に際して介助の必要の有無等)

・最近の生活スタイル (新型コロナの影響、スマートフォン等機器の所有・利用状況等)

・普段のタト出  (目的毎の外出頻度、利用交通手段、買物や通院の場所等)

・地域公共交通の利用実態  (満足度、利便f陛等)

・外出困難状況、地域公共交通の今後について (期待、要望、変化等)

調査項目

回答者数[n=1520]
113 199

56

40/O

254

170/。

172

110/O

657

430/0

日志津地域 ■草津地域 日老土地域 田玉川地域
■山田地域 ■笠縫地域 日常盤地域35.00/0(web回答比率20日 70/0)回収率

回収世帯数 1′050世帯
(紙調査票 833世帯、web 答217世帯)

ロ H又票数 1′ 546人
(紙調査票 1′261人、web回答285人 )

ロ

回収数

3′ 000性射帯配布数

2023年 8月調査時期

垂『送酉己布、重院4・ web回 J又調査方法

無作為抽出調査抽出法

草津市内居住者調査対象者



市民アンケート調査結果の概要 <買い物>

普段の外出について (日常の買い物)

日日常の買い物は、主に自家用車 (自分で運転・

送迎)や自転車・徒歩となつている。

考子き先は、エイスクエアが1最も多く、市内全域から
集客がみられる。

日その他では、各と也域から最寄りのフレンドマートや
バコーなどのスーパーマー拘 卜等となつている。

外出頻度は週 1～ 2回が最も多く (約 5害J)、

10～ 12日寺台および18B寺台にピークがあります。
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市民アンケート調査結果の概要 <通院>

交通手段(通院)

00/o  200/0

鉄道Lみ:挽

路翻(ス ロ圧勁
まめパスと‐瓶
まめタク 

ー
8:8耽

病院の送Dぐス

400/0  600/0  800/0

■2016寄三[n=937]

■2023寄三[n=811] 行き先(通院)[n=756]

パイク・原付

タクシー

3.90/O十

3.30/c

B南草溝野村病院

日近江草津徳洲会病院

E滋賀医大病院

日医療福祉センター草浄

・ 普段の外出について (通院)

・ 通院も自動車 (自分で運転・送迎)や自転車・徒歩が中心であるが、病院遂週駅ス (淡海医療センタ…等)も約 1
割の人が利用し、通院の交通手段を担つている。

日通院先は多岐にわたり、自宅周辺のクリエック等への通院が多くみられる (総合病院では淡海医療センターが最も多い
)。 8～ 11時台に通院、帰宅する移動が中心となつている。

自転車

徒歩のみ

自家用車(自分で運転)

家用車(自分以外が運転)

1栃
8.00/O

日その他の病院
自宅周辺リクリニック等への通院

a淡海医療センター
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市民アンケート調査結果の概要 <通動・通学>

・ 普段の外出 :こついて (通勤・通学)

E通勤・通学は鉄道を利用する人が3割以上を占め、日常の買い物等と比べて公共交通の利用割合が大きい (駅まで

は徒歩・自転車、路線ノ恢や企業等の送』 恢等)。

・ 通勤・通学先は市内が約 4割、約 6割が市外・県外で、県外・市外へは主に鉄道や路綱 恢 、市内・近隣市町村へは

自家用車 (自分で運転)や自転車が主IE利用されている。

交通手段(通勤。通学)[n=963] 駅までの交通手段[n=841]

OO/0   200/o   400/o   600/。    800/O
0。/。       200′ 6

7き線パス ■■■■■118.2%
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'〈

ス■■ 6.4。/。
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ー

路線ノ〈ス■■114,40/o
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-17.80/o
43,30/O

■18.30/o

■ 6.4%

‐ 12.5%

車 26.60/o

■E ll.1%

10.フ
。/o

行き先(通勤・通学)in=919]

学校・企業ら送迎パス

白家用草(自 分で運転)

自家用草(自 分以外が運転)

パイク。原付

タクシー

自転草

徒歩の′′

そのイし

■■■B13.1。/。

■■■114,1%

■ 3,20/o

■16.2%
27.9%

10,2。/。

40。′6 600′6 800/o     100。/o

56.8。/O

学校・企業の送迎バス

自家用車(自分で運転 )

自家用車(自分以外が運転 )

パイク・原付

タクシー

自転車

徒歩のみ

その他
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市民アンケート調査結果の概要 <公共交通の利用①>

・ 公共交通の利用について
日路線ノ嫁tやまめノ恢は、8割以上の方に認矢口されている

(ルートや時刻表まで矢□っている方は3～ 5割程度)。
日~方、まめタクは、8割以上の方が翻知しておらi共 志津地
域でも若年層や高齢層の半数程度が認知していないなど、
認知度は高くない。

00/0 200/0400/。 600/0800/。 1000/0

認知状況 (志津地域 )

00/o     200/0    400/0    600/0    800/0

00/0

600/0

200/0

320/O

480/0

400/0

540/0

140/0

550/0

160/O

420/0

420/0

0/0

180/0

フ30/0

540/o

110/0

570/0

認宍口 況犬ＩＩ
剪
刊

10・ 20歳代

[n=10]

30歳代

[n=25]

40歳代

[n=35]

50歳代

[n=29]

60～64歳

[n=19]

65～74歳

[n=44]

矢回つている

(ルートや時刻表を含む)

夕回つている

(名前だけ)

矢日らない

310/0

460/0

380/。

560/O

■路線プヾス[n=1443]
■まめタク[n=1395]

フ5歳以上

[n=24]

十 て針言十[n=186]

■矢日つている

(ルートや時刻表を含む)

150/O

160/O

130/O

■矢日つている

(名前だけ)

810/0

■まめブヾス[n=1438]
■知らない
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市民アンケート調査結果の概要 <公共交通の不u用②>

・ 公共交通の利用について
日路線〃Hス、まめパス、まめタクを「ほとんど利用しない方」が8割
以上となつており、利用しない 併u用しづらい)理由としては、車
のほうが便禾u、 運行便数が少ないや禾u用したい時刻にメ恢がな
い等が挙防 れる。

日まめヅ嫁tの利用は1割未満と少ないが、日常の買い物等での利
用は2016年から増加傾向:こあり、特に山田・笠縫地域では

路線パスよりも利用されている。

交通手段 (買い物 )

00/0  200/o  400/o  600/o  800/o

鉄道 Lそ4銑
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自家用車 (自分以外が運転)||ILl艶 留銑
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市民アンケート調査結果の概要 <公共交通の利用③>

・ 公共交通の利用について
H駅までの交通手段としての利用がみられる路線ザMIは65歳未満の利用割合が約6割を占めている。一方、 まめ′恢
は約 7割が65歳以上となつており、それ詢 移動を支えている客層が異なる。

・ 路線メ恢の満足度が約 5割、まめメ恢の満足度は約4割となつているが、いずれも2016年と比べると満足度は1割程
度の向上がみられる (2016年の満足度 :路線′恢約4割、まめノ恢約 3害J)。

路線ノ恢・まめバスの不u用者層 (月 1回以上)

0% 200/O 40% 60% 80% 1000/o

路線吹ス

[n=192]

まめノ〈ス

[n=65]

E男性 :10～30歳代
■女性 :10～ 30歳代

路線パスの満足度 まめパスの満足度
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市民アンケート調査結果の概要 <公共交通の利用④>

・ 公共交通の利用につしれて
日高齢になるほよ 新型コロナウイルス感染症の影響で外出頻度が減つたと回答されており、公共交通の利用促進に向け

ては、特に高齢者の外出機会創出が必要である。また、公共交通から自動車、徒歩や自転車への転換もみられる。

コロナ禍の外出頻度への影響 コロナ禍の公共交通の利用頻度への影響

0。/o     10。/o    20。 /o    30%    40%    50。 /。    600/。     70。/。    80。/o    900/o    100。 /o 0。/。     10。/o    20。 /。     30%    40。/。     500/。     60%    70。/。     30。/o    90。/o    100。/o
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[n=136]

65～ 74歳

[n=314]

75～84歳

[n=247]

85歳以上

in=76]

10歳代

[n=18]

20歳代

[ng92ユ

30歳イ寺

[n=139]

40歳代

In=223]

50′歳代

〔n=255]

60～64歳

〔nt136]

65-74崩

[n=293]

75～84歳

In=207]

85歳以上

in=69]

■コロナ禍前より減つた ■〕ロナ禍前と変わらない コJロナ禍前より増えた B」ロナ禍前よ勢就った Bヨロナ禍前と変わらない

代わりに増えた交通手段[n=466]
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市民アンケート調査結果の概要

・ 利用しやすい移動手段の有無と外出に四る活動について
日市内在住の方で約 2割が利用しやすい移動手段がなく、外出に困ることがあると回答されている。
75議以上でその傾向が強く、特に、運転免許を保有していない方の割合が大きい85歳以上では約 4割が利用しや
すい移動手段がなく、外出に田つていることがある。

日75歳以上の方は、志津・草津・常盤地域で多く、また、高齢人口自体は少ないものの山田・笠縫地域では高齢化率が
3害」を超えている。

利用しやすいT多動手段の有無

[n=611]

利用しやすい移動手段の有無[n=1414]
00/o   100/。   20。/o  30。/o  40。/o  500/o  600/o  70。/o  80。/o  900/o  100。 /o

日特に不ヽ便なことはない 口利用しやすい移動手段がなく、

タト出に困ることがある

（ざ
）
雑
ヾ
篭
値

（＜
）
回
＜
鑑
値
Ｇ
剥
駒
督
聟

５

４

３

２

１

3′ 3733
3′ 724

320/O

1′297

10歳代

[n=17]

20歳代

[ng90]

30歳代

[n=140]

40歳代

[n=216]

50歳代

[n=251]

60～ 64歳

[n=133]

65～ 74歳

[n=286]

75-34歳

In=207]

85歳吸上

[n=63]

地域ごとの高齢人口

310/O

190/o

10 11′ 995126

280/O

350/O

300/O

250/O

20。/O

150/o

100/。

50/O

O。/O0 狙
志津地域 草滓地域 老上

'也

域 玉川地域 山田地域 笠縫地域 常盤地域
‐‐ 65～ 74歳人口 ‐‐ 75歳以上人ロ ー 高齢化率

※草津市住所別年齢別男女別人ロー覧表 (令和5年1月 31日分から令和5年7月 31日 分まで)
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市民アンケート調査結果の概要

・ 利用しやすい移動手段の有無と外出に田る活動 :こついて
日利用しやすい移動手段がなく、外出に困ることがあるシーンとしては、買い物や通院な彬 く、日常的な活動の際に

利用しやすい移動手段が求められている。
日外出に際して介助が必要な方は85歳以上力杉 く (約 3割 )、 次いで、75歳以上や10歳代の方が多くなつている。

介助が必要な方の約 4割は、利用しやすい移動手段がなく外出に田る (主に通院等)状況となつている。

外出に際しての介助の必要の有無

0% 20。/o 40。/o 60。/o

u介助が必要    B ttR′りは不要

どんな目的で困ること力ちるか

80。/o 100。/o

どんな目的で困ることがあるか[n=330]

[n=1411 0・

10歳代

[n=17〕

20歳 イヽ

[n=93J

30歳代

40歳 代

50歳代

[n=258〕

60～ 64歳

[nと 139]

65～ 74歳

=31

800/O

600/o

400/0

200/O

OO/O

0。/。       200/o

通勤■■■■■■ 19.4%

通学 2.40/O

福祉 3.6。/o

飲食 H14.50/o
趣味 ■■■■日14.80/o

習い慕 ■ 4.8%

そ6卿,日■17.6%

400/o 600/o

a利用しやすし灌 勁手段がなく、

外出に困ることがある

[n=224] 0'

利用しやすい移動手段の有無

20。/o        40。′6        60% 80。′6 100。ん

介肋が必要[n=49]

介ロカ|よ不要

[n=1354]

0。′6

200/o

480/O
■介助力`之年要[n=23]
H介助は訂(要[n=300]

160/O

士

潮

150/。

士狙 0ぱ 0ど

),,,∵ ち%

100,0ワち

(,り
|ザ・ブ′う

99,I%

買い物 45.20/。

eぼ く―%

().3('ち

[n=248]

35歳 以上

tX)「

'メ

均

fttΓ
「ゞt(ラ″(ン3

7:″ 解 . ′′
'ノ
つⅢΥ・/,

t,i(沐 !!|】 イぅ

610/o

通院

,II卜発核 %

■4寺に不便なことはない

0/O

買い物 飲食 趣味 習い事 その他
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市民アンケート調査結果の概要 <今後の地域公共交通>

・ 今後の地域公共交通について
日公共交通の利イ更l性向上に必要な取り
組みとして、「′玖待ち環境の改善は若
年層、高齢層いずれも回答が多くみら
れる。

日高齢層は、「自宅周辺やバスが走つて
いない地競への予約型乗合タクシ…

(まめタク)の利用拡大」等の自宅
周辺に停車するような取り組みが求め
られている。
若年層におしては、交通ICカードの導
入という回答が最も多くなつている。

・ 年齢層を問わず約3割の方が「′玖 の
利用に関するわかりやすい情報発信の
実施」を必要な取り組みとして回答され
ており、普段、自動車を利用している高
齢層をはじめ、公共交通の利用促進に
向けてはll青報発纏|の必要:性が伺える。

公共交通の利便性向上に必要な取り組み

0.00/0  10.00/0  20.00/0  30.00/0  40.OO/0  50,00/O

パス停付近への自転車やシニアカー等の置き場を設置

乗り降りしやすいユニパーサルデザイン車両の導入(ノン

ステップ′(ス等)

0/0

.60/0

,40/0

パスヘの交通 ICカードの導入(ICOCA、 PITAPA等 )

」Rとパス、パス同上の乗鰯Lざの改善(ダイヤ調整等)

目的地別に停留所を統一

目的地までの所要時間の短縮

自宅周辺やパスが走っていない1也域への予約型乗合

タクシー(まめタク)の利用拡大
33.90/0

市外へ直接行けるノ恢などの交通手段の導入

15i30/0

その他

パスの利用に関するわかりやすしЧ膏報発信の実施

(ルート、ゲイヤ、パス到着情報等)

90/0

7

O/0
パス待ち環境の改善(屋根やベンチの設置など)

■65歳未満[n=766] ■65～ 74歳 [n=263] 日75～84歳 [n=132] ■85歳以上[n=59]
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市民アンケート調査結果の概要

・ 今後の地域公共交通について
日草津市の公共交通のあり方として、「禾u用者と行政力協 力
・負担しあつて公共交通を維持していくこと力淫軟しいと思う」

が最も多いものの、運行ルートやダイヤ等の見直し1こよる利

用促進 (利用者が増えなければ廃止もやむなし)、 ある

しЧま利用者負担による維持、運行形態の見直しによる経
費削減等を求める意見も同程度みられる。

H公共交通の運賃など、利用者の負担が曽えて

でも、公共交通を維持していくべき
'士

思う

B利用者と行政がl崩力・負担しあつて、

公共交通を維持してしくだ整が望まししセ思う

日利用者と行政も協力・負担すべきであるが、

公共交通の沿線地域も負担することが

望ましいと思う

日行政が赤字分を,べて負担してでも、

地1或の生活を担う公共交通を維持すべきだと思

つ

■行政が赤字分を負担して、

公共交通を運行し続ける必要はなしセ思う

H予約力坊前記きのみ運行されるサービス

を重視し、経費を下けることが望ましい

B運イT)レートやダイャ等の見直しを行しヽ、

それでも利用者が
'曽

えなけれ(よ

廃止は仕方なしヽと思う

公共交通のあり方in=1282]
■公共寮通の超停■ど,オむ用智の偉燿,,ll會 えて

で缶、公共安題を縦情してしくべrだと駅う

コイJ用 者と行打費が協力・働畑tヶ注らだ、

公共安l騒をみllttt,て しくこと
'li盟

す(′いた感iう

B IJ用者と行T貨も協力・働担すぺきであるが、

公共す通の沿線‖〕l`比 も働〕Qすることか`

望ましいと思う
日行T文が赤字分をすぺで働握t,(で 、ヽ

1し域の生活を担う公共メデ逗を維ltすぺ憲だとにlb

■行T費が赤字分を鐵lttlt′ て、

公共す通を,電行t′統ける愁攀l,1な いと思
:〕

日予約力`あつたと書の力】電行を11る け一ビス

を豊視し、l≧

"を

下t売ること力l盟ましい

田運行ルートや
'イ

キタ等の見,Htプ を行い.

それでも利用者がl営えオけオ1+∫、

廃止は仕方なしl′_思う

00/。 200/。 400/o 60% 80。/o 100。/o

10歳代

[n=14]

20歳代

[n=86]

30歳代

[n=133]

40歳代

[n=198]

50歳代

[n=227]

60～64歳

[n=114]

65～74歳

[n=259]

75～84歳

[n=186]

85歳以上

[n=57]
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まめパス利用者アンケート調査

結果の概要
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まめパス利用者アンケート調査結果の概要

・属1生  (性別、年齢、居住地区)

・本国の移動  (外出目的・行き先、利用区間等)

・普段のパス利用  (プ恢の利用頻度、利用理由、買物や通院の場所等)

・まめタクの利用1犬況  (満足度、利便性等)

・地域公共交通の今後につして  (期待、要望、変化等)

調査項目

ロ J又票数 289人収数ロ

2023年 9月調査時期

乗り込みヒアリング調査 (1日)+車内留め置きアンケート調査 (2週間程度)調査方法

商店街循環線、車津駅医大線、山田線、笠縫東常盤線、車津駅下笠線対象路線

まめパス不u用者全員調査対象者

車津市全朝調査地域
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まめパス利用者アンケート調査結果の概要

年齢別の1生別構成

00/。    10。/。   20。/。   30。/o   400/。    500/。    60%   700/c   80。 ′。   90。/。   1000/o

年間付[n=278]

年齢

0。/。   10。/o  200/。   300/o  40。/。   500/。   60%  700/o  80。 /o  90% 1000/o

商店街循環線

[n=17]

草津駅医大線

[n=148]

山田線 (北山田循環)

[n=33]

山田線 (本ノナII循環)

[n=18]

笠縫東常盤線

[n=43]

草津汚R下笠線

[n=19]

H10歳代 日20歳代 B30歳代 日40歳代 日50歳代 日60～64歳 日65～74歳 日75～84競 日85腕以上

10歳代[n=22]

20歳代[n=41]

30歳代[n=31]

40議十〔[n=30]

50歳代 [n=29」

60～ 64歳 [n=13]

65～ 74歳 [n=391

75～ 84歳 [n=55]

85歳以上 [n=13]

合計[n=278]

・ まめ′恢 の利用者層 IEつし1て
日まめバスの利用者は、約4割が高齢者、約 6割が65篇未満であり、10

～20歳代の比較的若し耀]の利用もみられる。どの年代IEおいても女性

の利用が多い傾向 (約 6～ 7割)となつている。

日路線別にみると、商店街循環線や山田線 (木ノ

'H循

環)では比較的高

齢者 (約 5害」)が多く、その他の路線は30歳以下が3～ 4割を占めて

いる。
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| まめパス不J用者アンケート調査結果の概要

・ まめバスの利用者層について
日自宅からノ恢停までの所要時間は、「4分以内」が半数以上を占め、「フ分以上」は約 2割となつており、自宅付近 (概
ね300～500m以内)にパス停がある人が多く利用されている。

自宅からパス停までの所要時間自宅からパス停までの所要時間

[n=166]
00/0    200/0    400/0    600/c    800/0   1000/O

40浦勝権浦In=55]

40～64歳[n=40]

65～フ4歳[n=22]

75歳以上 [n二49]

■4分以内 (概ね300m以内)■ 6分以内 (I既ね500m以内)■ 7分以上

噺

″

餞 a
5,I

務 1と激Jとク

22。a%

399『戯
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41ぬ歎内
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まめパス禾u用者アンケート調査結果の概要

・ まめ′恢 利用者の移動実態について
日利用目的は通勤・通学で約4割を占めており、次いで、買い物、通院で利用されている。利用時間帯は通動・通学で

の利用が多いことから、行きは8時前後、帰りは17時前後の利用がピークとなつている。一方、11～13時等の昼間の

時間帯の利用割合は各時間 1割未満とそれほ膨多くない。

タト出目的[n〓 287] 利用する時間帯 臣そ子き[n=206]

■り尋り[n=166]

スポ_ッ  旅行

300/0

1.40/0

習い事

等

2

等

・塾

1
250/O

200/o

150/0

100/o

50/o

00/0

1

120/0
娯楽

5

1
90/0 90/o

100/O

0/0

50/0
SO/O

I J04
20/0

0/0

勘 ,

35。9銘

tiの 4伍

,I〕 ,9%

瀾時

it9。2%
飾学

6Ⅲ3鍋
磨1しW勿

1イ|.3眺

180/O

誰Υぎ§ゞ ヾヾゞ豊ヾゞヾゞ豊豊
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まめノ〈ス利用者アンケート調査結果の概要

・ まめ′恢 利用者の移動実態について
H各路線は通勤利用が中心であるが、商店街循環線では「通院」での利用が多く、草津悪沢下笠線中山田線などは
「買い物」での利用が多くなつている。

商店街循環線[n=19] 草津駅医大線[n=148] 山田線 (北 山田循環)[n=35]
0。/o           20。/。

通勤            26。 /o

通学 ■ 50/o

0。/。

買い物

娯楽,飲食等

習い事塑 等

スポーツ

旅行

11。/o

40。/。 600/。

60。/。

40。/。

32。/o

40。/。

340/o

60。/。

600/。

20。/。 400/。 600/c

57。/o

60。/o

通勤

通学

買い物

通院

娯楽・歓β等

習い事・塾等

スポーッ

旅イ予

その他

通勤

通学

買い物

通院

娯楽・飲食等

習い事・塾等

スポーッ

旅行

その他

0。/。 200/。

■ 5。/o

lllll1 16。 /o

200/。

■ 5。/o

12。/o

E20/o

ll。/o

■■■■■■17。/o

0。/。

■ ■9%

■ 6。/o

l■|■1日 14。/o

■30/。

■30/。

0。/o

OO/o

■ ■9%

通革カ

通学

買い物

通院

娯楽・飲食等

圏い事・塾等

スポーツ

旅行

そのl ll

50/o

0。/o

00/o

O。/o

その1也 |||■|■ 16。/o

山田線 (木ノサ‖循環)[n=22]
0。/。 20。/。 400/。

41。/o

18。/o

娯楽・飲食等

“

140/o

曽い事・塾等

スポーツ

旅行

笠縫東常盤線[n=44] 草津駅下笠線[n=19]

20%20。/。 0。/。

通院 -11。 /。

娯楽:欲£等 ■ 5。/o

習い事,P塾等  o%

スポーツ  oO/。

旅行  oO/。

40。/o

37。/o

勤

　

学

通

　

通

勤

　

宇

通

　

通00/o

OO/o

00/o

00/o

■■■■110/o

■ ■9。/o

18。/o

■ 5。/o

‐ 7。/o

12。/o

120/o

■■■■11。/o

370/o通院

買い物          230/o
26。/o買い物

その他 |15。 /o その他 ||||||1160/o
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| まめパス不u用者アンケート調査結果の概要

・ まめ′恢 利用者の移動実態について
日「往復利用」されている方は約 6害Jであり、残りの約 4割の方は「利用したい時間に態 が運行していない」等の理由に

「片道利用」となつている。特に、草津駅下笠線は行きだけ、「山田線 (木ノ,H循環)」 (ま帰りだけ利用した人が多くなつ

ている。

行き帰りのパス利用状況[n=283]

行き帰りのプヽス利用状況 (路線別)

00/。    20。/o  40。/o  600/0  80%  100%

商店街循環線

[n=18]

革津駅医大線

[n=148]

山田線 (北山田循環 )

[n=34]

山田線 (本ノ

'‖

循環 )

[n=21]

笠縫東常盤線

[n=43]

草津駅下笠線

[n=19]

＼

行きまたはll掃

りに立ち寄る

場所があり、

その目的地

付近にメヾス停

がないため

6.60/O

り1よ地餓里し

片道しかパスを利用しない理由[n=122]

J行きザ需りともに不」用した 日行きだけ牙じ用した ロリ吊りだけ不」用した

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼

＼ れる人がしヽる

ため

20.5。/o

＼

＼

＼

＼

吹〕グ,どりΣ副l

ルギlti′たャ

i6%

紺 潤籾刑 |

携]tノノlこυ

2フ%

御 怜りt/

もに利上よ丁

た.う〆潟

Jひ% 31】ψι  i/イ /(,

5ブ眺 ″d‰  イlt)/r,

招3=ア/ッ

5″斃    〕lttt i  排it//サ

″6ぐん弼 %

1(IM,潔II% Fう [〕
1//t,

＼

55,7%
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まめノヾス利用者アンケート調査結果の概要

・ バス利用にあたって改善してほしい点について
日まめパスは、外出するためには「利用せぎるを得ない人」、あるいは「自宅、目的地付近に,ヽ癬 があり利便性が高い

人」力粽J用しているJ犬1況である。

・ 若年層では「ノ恢への交通系ICカードを導入してほしい」とほとんどの人が回答しているものの、高齢層な白よノ彰軒u用で改
善してほしい点が集中する項目がみられない (パス停の改善はいずれの年代も2割以上が回答している)。

パス利用で改善してほしい点

OO/。  100/0 200/0 30C/0400/0500/0 60。 /。 700/。 800/O

パスを利用する理由[n=282]
バス停の改善 (屋根やベンチの設置など) 。/O

バス停付近への自転車 (あるしЧよシエアカー等)置き

場の設置

乗り降りしやすいパス車両の導入 (ノンステップノ恢

等)

130/O

安心

■ 30/0
00/O

日°】勺る

バスの利用に関するわかりやすい盾報発信の実施(ル
ー

ト′
'Sイ

ヤ′ザドス到着情報等)

」Rとバス、パス同士の乗l,イ盤ざの改善 (ダイヤ調整

等)

商業施設等と連携した運賃割引制度の対象拡大

自宅周辺やバスが走っていなしu也域ムの運行ルート変

更

阿
開

薪 ギイ
その他   勢|

27。/O

530/。

230/。

州(‰

調 。と」トツ乙

醐 鑢 t

鞭

遂り迎坊を

鱒 bヾ

l=0】イイ切

,(り |,()〔
)/r)

繕 耐
'耀

否國骸岬

印 りi監しれ

咎

弓3。フリる

490/O
740/Oパスヘの交通ICカードの導入 (ICOCA、 PITAPA

等)

9.60/0

E40歳未満[n=88] 日40～64歳[n=65] 日65～74歳[n=32] ■75歳以上[n=53]
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まめパス禾u用者アンケート調査結果の概要

・ ′ヾス利用にあたつて改善してほしい点iについて
Eまめパス禾u用者はまめパスを禾u用できる環境にあることから、「現1犬のまめパスの維持してほしい」方が約9害Jで、まめタクの

利用意向も約 1割となつている。路線が長大化している笠縫東常盤線は比較的まめタクの利用意向が多くみられる。

Eまめパス利用者の8割以上がなめタクを認知していないことから、まめタクの拡充においては、認矢口度向上の取り組みが

必要と考えられる。

まめタク利用意向 (路線別)

まめタク利用意向[n=223]
逼聯子,レ ートをとし

定できるが

い

草津市のHP

で矢倒つた

と,10/o

知人等に聞  まめタク誘1家日1犬>wn=272]
いて矢日つた

0。/。    200/o   40。 /o   60%   80。 /o   100。/o

商店術伯I黒線

[n=16]

草滓駅医大線

[r、
こ136】

山田線 (北山田伯子果)

[n=21]

山田線 (本ノ
'‖

伯環)

とn=113

笠組東常盤線

[nS28]

草滓駅下笠線

[n〓 11]

■ゲィⅢ夕か岳豊定さオえ、寵
'寺

運行する詰″,パスを維持生′中よにんヽ (魂森r′,通行を固l装 )

日運行ルートを十し較的粂軟に設定でをるが、予約羞4と なる雛含い,クラー
(〔帯め,

ク)のオリ用P笛線を拡充tッてほt′い

。/o

広報紙で

矢□つた

3,7%

,迎
`紫

:

瀞 ワ

にサuヴこ

之〔ぅ斃
郊i駒 1抗 !

も業シt碗

湾曲 !北

5ア%

界・初 峡先

剃AFt鰯瞬

f:k比

!L紫

(,14/(, ,(/,

夢イ(巧,増艶ご色

れ!(定噛

(こ息ヨ)

筋 鴨 陪

ιノ入lノ→

9。9%
IⅢ'(/十

コ′(,

,'それ メ'/(,

90.10/o
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上位計画。関連計画・網形成計画
の検証・評価

必



上位計画及び関連計画

草津市の上位計画及び関連計画
①第6次車津市総合計画
②草津市都市計画マスタープラン
③草津市立地適正化計画
④草津市都市交通マスタープラン
⑤草津市版地域再生計画
⑥南草津エリアまちづくり推進ビジョン
②くさつ健幸ガイドブック

～草津市健幸都市づくり基本方針～

日第 6次草津市総合計画
・ 将来に描くまちの姿

σひと。まち・ときをつなぐ絆をつむぐふるととT建幸創
造都市

日上位・関運計画を踏まえた車津市における地域公共
交通に求められる役割
げ効率的かつ効果的な利便性の高い持続可能な

公共交通昧ットワークを形成し、誰もがいつでも
安心して移動できる交通まちづくりを支える

① ② C
②

。市民 (地域)・ 事業者等・行政の連携

福祉

仕組
み

その

他

の・地域支え合い運送支援事業の導入

①⑥
・JR車津駅・南草滓駅周辺を1よじめとする慢性的な交通渋滞の
緩和や解消

跳

まち

家

り

②
・JR草津駅 C南車津駅周辺の交通利便:性を最大限に発揮させる
土地利用の推進

者田市
縦

④②
C令和12(2030)年に人口147,000人人 口

O③ ④
②

・モビリティ。マネジメントの推進、運転免許証自主返納高齢者
支援制度の充実、イベントやワークショッラ特「の開催

持
続
性

地

域

公

共

交

通

②③・路綱 恢やコミュ三ティブ恢 (まめ′恢 )の路線改編等の検討

③③・公共交通の利用促進 (公共交通耽プの作成等)

⑥
。通勤・通

禾ll

便
性

③⑤

②⑥
。多様な公共交通手段の相互連携 (MaasP ICTの活用等の
検討)

① ② ④
⑥②

・JR車潮駅、南草潮駅を中心としたパリアフリー化の促進
・低床式車両 (低床′恢・ユニ′ヾ―サ,レデ1内rンタクシー)の導入
促進

②④⑥
。まちなかの回遊性向上や公共交通の利用環境改善に向けた
駅前広場の機能強化

① ② C
⑤⑥②

・鉄週駅周辺、交通拠点での自転車利用環境の整備

② ③ C
②

・」R草津駅。南草津駅における路綱 恢の乗餅隆野U便:性の強化

③・区域内や区域と
″
まちなか

″
等を結ぶ利便1性の高い公共交通の実現

ネ
ツ

ト
ワ

|

ク

③② ③
④⑥

O② ⑤
③②

・効率的かつ効果的な利便I性の高い持続可能な公共交通昧ット
ワークの形成

・ブ恢交通不便地の解消 (まめ′恢路線の再編、デマンド型交通
の導入等)

出典内容項 目
視
点
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網形成計画の検証、評価

日本計画の策定前において、本市の地域公共交通は、車津市地域公共交通網形成計画に基づき、日標の達成に向け

た施策を実施してきた。
日同計画内で定めた各種施策の取組み状況を踏まえ、計画期間の中間評価として、以下の通り評価した。 (1回別の施策

における取組状況及び新計画での位置づけの方向性は決頁以降に整理)

《主な取り組み状況》

●公共交通の運行路線数  2017年 :48路線 ⇒ 2022年 53路線

まめノ恢「車津駅下笠線」の新規運行、新たな公共交通としてデマンド型交通「まめタク」の導入により、市内の運行

路線数が増加し、プ恢交通不便地の解消、住民等の移動手段を確保が図れた。

o公共交通の利便性に満足している市民の割合  2017年 :41E60/0 ⇒  2022年 45.90/0

南草津駅への特急列車の停車、タクシーの配車アI力やキャッシュレス決済の充実、公共交通の運行路線数の増加

等により、市内全域の公共交通の充実が図れた。

●運転免許証保有率 2017年 :66H60/0⇒ 2022年 66B50/0

滋賀県警察本部を中心に交通事業者、商業施設、行政等が連携し、運転免許証自主返納サービスの充実により、

高齢者の運転免許証の返納が図れた。

《網形成計画策定以降の社会情勢の変化等を踏まえ対応すべき事項》

7

0社会情勢の変化/市民の移動ニーズの多様化に応じた運行改善

ジ既存の地域公共交通の運行上の問題点への対応

ex)運転手不足、労働時間改善基準改訂、キヤツシュレス決済への対応 等

ジ新型コロナの影響で減少した高齢者の外出機会、南草津剪払タウンでの新たな居住地域の形成、本市の西部地域に商業施設が

新規に多数開店 等

●



網形成計画の検証、評価

田糊

o南草津駅□―タリー内のシェルター整備ヽ

運用見直し等を実施する

M柳

田籾

0南草津駅前、南草津駅口、南草津駅西の信号
機を運用変更し、東ロロータリーから国道一号に

向かう交通流の円滑化を図つた。

OJR南車津駅周辺の交通対策について、社会実験
結果を踏まえて、東西ロータリーの機能分担やバス
待ち環境改善等の短期対策等につして検討した。

0「草津市パリアフリー基本構想」に基づき、重点整
備地区内での整備を行つた。

●「自転車ネットワーク計画」に基づき、自転車通行
帯等の整備を行つた。

革津市

実施

2022
年度～

実施

2018
年度～

(1)公共交通による駅
へのアクセス]蛍化

(2)駅前日―タリーの機
曾〕性の向上

(3)鉄道駅周辺のパリ

アフリー化の推進

(4)自転車走行空間
の整備

施
策
2

整 連
備 続

性
の
あ
る
道
路
環
境

基
本
施
策
1

多
様
な
交
通
手
段
を
織
り
な
し

移
動
を
円
滑
に
つ
な
ぐ
公
共
交
通

田棚

●路線パス、コミュニティバス、デマンド型東
り合いタクシー、送迎バス等の公共交遅
の役割分担を明確化したうえで、交通拠
点等で連携を強化する

田糊

0バス路線、タクシー等の公共交通の維
持・確保に向けた運転手不足等への支

援を実施する

縣糊

0デマンド型乗合タクシーの予約システム
やプヾス回ケーションシステムの活用方法
拡大、ICTを活用したパス利用特性の
モニタリングの効率化等を含めた検討を
実施する

0まめパス「草津駅下笠線」の新規運行を開始した。
0まめバス「商店街循環線」の一部の便を交通不便

'也

まで運行した。

0地域幹線のプヾス路線「近江大橋線」の維持確保
のため、国および県・市で協調して、補助金を交付
した。

●新型コロナウイルス感染症や燃料費高騰等の影響
があるなかで、運行を維持する交通事業者に対し
て、県や市で強調して補助金を交付した。

●路線′(ス、まめプヾスに′ヾス回ケーションシステムを導
入した。

●GTFSを活用しゲーグルマップで運行経路等を
検索できるようにした。

●タクシー配車アプlJとして、「GOアプlJ」を導入した。

革津市

'恢
事業者

タクシー事業者

実施

2022
年度～

検討
・準備

(1)路線ノヾスやコミュニ

ティバス路線の再構
築

(2)バスの路線確保に

向けた支援の検討

(3)ICTの活用や自動
運転技術の導入検
言寸

施
策
1

子寺
続
可
曾ヒ
な
公
共
交
通
イ円
の
形
成

今後の方向性
(新計画への位置づけ)

進捗状況主体
事業

予定
概要施策

施 基
策本

28



網形成計画の検証、評価

◆後の方向性
(新計画への位置づけ)

施 基
策 本

施策 腹
業
定

事

予
主体 進捗状況

oバス路線の改編に向けて、引き続き鉄

道とバスとの乗リイ隈批 1考慮したゲイヤ設

定の検討を実施する

Mテ馬例

0草津駅・南草津駅のロータリーあるしЧよ

生活・交通拠点への公共交通総合案

内情華限 (デジタルサイネージ)の整備を

進める

期棚

oまめ′恢等への交通系 ICカードを含め

たキャッシュレス決済の導入を検討する。

施
策
３
　
鉄
道
駅
に
お
け
る
乗
り

継
ぎ
利
便
性
の
強
化

(1)鉄道とプ恢との乗り
率LぎB虫化

(2)公共交通総合

案内情報の整備

(3)交通系ICカードの

導入検討

部
施

一
実

2022
年度～

革津市
鉄道事業者
′恢事業者
タクシー事業者

●草津市観光案内所 (JR草津駅改札前)にて観

光ボランティアガイドが常駐し、来訪者へ交通情報
および観光情報を提供した。

●デジタルサイネージを活用し、公共交通の時刻表

等の案内情報を発信した。

●一部の路絢 恢等で交通系ICカードを導入した。

西口自転車駐車場の建替工

事を実施し、令和7年4月から供用を開

始する。

M糊
0南草津駅におけるレンタサイクル事業の

展開について検討する

縣糊

●草

施
策
４
　
鉄
道
駅
周
辺
で
の
自
転
車
利
用

環
境
の
整
備

(1)鉄週駅周辺での

自転車駐車スペー

スの環境整備

(2)シェアサイクル・レン

タサイクル事業の展

開

(3)放置自転車の削

減対策

実施
・継続

2022
年度～

革津市
映道事業者

●」R草津駅西口周辺の駐輪台数の不足や利便性

向上のため、需要調査等を実施し、車津駅西日

自転車駐車場の建て替え工事に必要な代替駐

輪場を整備した。

●JR南草津駅周辺については、市内の大規模事業

所や立命1増大学にシェアサイクル・レンタサイクルの

需要調査を実施したが、通期等における三―ズが

低く費用対効果が見込めないことが半J明した。

●JR草津駅周辺については、草津駅西口自転車駐

車場の建替時にシェアサイクルのサイクルポート設

置の導入を検討した。

●JR草津駅およびJR南草津駅周辺における自転車

等放置禁止区域において、放置自転車等の撤去

を実施した。

【継続】

【継続】
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網形成計画の検証、評価

晰糊

●需要調査等を実施し、運行経路見直
し等を実施する。

印レ馬例

0大津湖南エリアにおける草津 PAと連携
した公共交通の充実を図る

●3市が共同し、草津・栗東・守山くるつとパスの運行
を継続し、運行経路等の変更を検討した。

0大滓湖南エリア地域公共交通活性化協議会を開
催し、公共交通の充実につながる議論を行つた。

草津市

'恢
事業者

真庫県

実施
・継続

2018
年度～

(1)隣接市と連携した
ノ恢路線網の強化

(2)大滓湖南エリアの

公共交通の充実

ノヽ 方伍
ス 策
路 3
線
の広
充域
実 的

な

基
本
施
策
2

ま
ち
に
愛
着
と
誇
り
を
抱
き

地
域
の
維
持

活
性
化
に
つ
な
く
｀

公
共
交
通

田靱

●他の福祉施策を含め、全体的に対応を

検討する

場4糊
o生活拠点等において、路翻 恢やまめパ

スと病院の送迎パス等との連携、役割

分担の明確化を図る

●市内 3事業者が福祉有償運送事業を実施した。

●市社会福祉協議会を通して、日常生活に支援が
必要で移動が困難な人を対象とした住民主体によ
る地域支え合い運送の取組支援を実施した。

●学区の社会福祉協議会やまちづくり協議会が主体
となり、志津南、山田、老上、老上西、南笠東学
区で継続的に実施した。

タクシー事業者
市民

事業所

実施
・継続

2018
年度～

(1)生活支援サービス
の充実

(2)地域の主体的な助
け合いの環境づくりの

推進

連 施
携 策
し 2
た
移 福
動祉
手 分
段 野
の 等
充 と
実

臨棚

●商業施設、まちづくリセンター等の生活

拠点でのサイクル&パスライドの整備を

拡充する

印糊

●交通不便地等において「まめタク」の導
入を検討する。

●山田学区、笠縫東学区、常盤学区に

おいて、令琴口6年 4月からまめバスの再

編、「まめタク」を導入する。

0まちづくセンター等におけるサイクル8【バスライドの整
備手法等について検討した。

0新たな公共交通であるデマンド型乗合タクシー「ま
めタク」の新規運行を開始した。 (7路線)

0まめ′恢「車津駅下笠線」の新規運行を開始した。
0まめパス「商店街循環線」の一部の便を交通不便
地まで運行した。

●パス交通不便地解消に向けて、山田学区、笠縫
東学区、常盤学区において、住民参加型のワーク
ショップ等を実施した。

革津市
′恢事業者
タクシー事業者
市民

一部

実施

※2022
年度～

(1)サイクル&′ スヽライ

ドの環境整備の推
進

(2)′恢交通不便地等
の新たな移動手段C
導入検討

交施
通 策
ネ 1
ツ
卜ま
ワち
IⅢづ
ク く
の り
確 と
立 連

携
し
た

今後の方向性
(新計画への位置づけ)

進捗状況主体
事業

予定
概要施策

施 基
策 本
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網形成計画の検証、評価

施 基
策 本

施策 概要
事業

予定
主体 進捗状況

◆後の方向性

(新計画への位置づけ)

基
本
施
策
3

自
家
用
車
に
過
度
に
頼
ら
な
い
意
識
を
育
み

健
幸
で
明
る
い
未
来
に
つ
な
く'

公
共
交
通

の施
推 策
進 1

モ
ビ
リ
テ
イ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(1)地域や事業所等
でのモビリティ。マネ
ジメントの推進

(2)小学校等における

交通環境学習の推

進

(3)公共交通に関する

1青報提供の充実

(4)特徴を活かした連

節′恢の有効活用

実施
・継続

2018
年度～

草津市

朕道事業者
′ヾス事業者

タクシー事業者

市民

事業所

●志津学区で地元説明会や高齢者等の集いに参

加し、「まめタク」等の公共交通の利用促進を図つ

た。

●市内の小学校において、行政や交通事業者等と

連携し、パスや電車の乗り方教室を開催した。

o「まめパス」や「まめタク」では、地域の商業施設と
「買い物サービス業務提携」を締結し、公共交通を

利用して買い物をされた際に、商業施設から回数

券 (100円 )を受け取れる制度を導入した。

●連節バス「JOINT LINER」 の運行及び連節バス

グッズの販売を継続した。

朝糊

●商業施設や各地域で公共交通の乗り

方教室等を実施する

閣糊

鰍馬何

 設等との連携拡大による公共交

通等の利用促進を検討する

団糊

0連節′恢の運行継続、拡充を図る

施
策
2

公 い
共 つ
交 で
通 も
環 誰
境 も
の が
整利
備 用

し
や
す
い

(1)公共交通のパリア

フリー化の推進

(2)プ 恢待ち環境の整

備検討

(3)パス回ケーシヨンシス
テムや配車アプl)の

導入検討

(4)交通系ICカードの

導入検討

(5)来訪者等の公共

交通利用の促進

検討
・準備

(一部

実施 )

草津市

鉄道事業者
′恢事業者
タクシー事業者

0高齢者や障害のある方が公共交通を安心して利

用できるよう、ノンステツ:力ぐスやリフト付きパスを導

入した。

0「南草津駅周辺交通対策検討会」において、パス

待ち環境の改善について検討した。

0路線パス、まめパスにバス回ケーシヨンシステムを導

入した。
●GTFSを活用しグーゲ,レマップで運行経路等を

検索できるようにした。
●タクシー配車アプリとして、「GOアプリ」を導入した。

o一部の路綱 恢等で交通系ICカードを導入した。

●草津市観光物産協会にて作成している観光パンフ

レットに公共交通機関の情報を掲載した。



網形成計画の検証、評価

●交通安全指導員「わかばチーム」により、幼児や児
童または高齢者を対象とした交通安全教室を開催
した。

●新型コロナウイルス感染拡大防止対策を行い、交
通安全シエアカレッジを開催した。

●老人会を中心とした高齢者の会合の場において交
通安全教室を実施した。

0「 3法よし運転」の広報、周知を行い、自身に見
合つた運転意識付けを行つた。

●運転免許証自主返納者への運賃割引を実施した
0自主返納高齢者支援制度を実施した。

革津市
交通事業者
市民

実施
。準備

2018
年度～

(1)交通安全教室の

充実

(2)高齢運転者の事
故防止の促進

(3)運転免許証自主
返納高齢者支援

制度の充実

施
策
3

返 高
納 齢
し者
や が
す運
い転
環 免
境 許
づ 証
くを
り自

主

み 昼`
本

健 施
幸 策
で 3
明
る 自
い 家
未 用
来 車
に に
つ過
な度
ぐに
公 頼
其 ら
交 な
通 い

意
識
を
育

今後の方向性
(新計画への位置づけ)

進捗状況主体
事業

予定
期元要施策

施 基
策 本
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本市における地域公共交通の課題

日社会:I青勢の変化や市民の移動エー痔 を踏まえ、前計画で設定した6つの課題に力口え、「移動ニーズの多様イロこ応じた

運行改善」、「地域公共交通の維持に向けた需要創出」、「市民・地元企業・交通事業者・行政の連携」などは、新たに

力口えるべき視点と考えます。

現 状
。人口増加がしIおくは進むが、一部地域では人口減少と高齢化が進行
。大学や大規模事業所の立地で、流入人口が年々増加。ただし、直近 5年間は通学

者をはじめ減少傾向
・高齢者はコロナ禍で外出頻度が減つた人が多い
。85歳以上は外出に介動が必要な人が多く、通院等で交通手段がない人が約 4割

・市街地の拡大や郊外型商業施設の増加、マイカー利用の増加で中心市街地の求心

力が低下。
・集客力のある商業施設や文化施設、医療施設が郊外吉Hこ点在。本市の西部地域に

商業施設が新規に多数開店

・JR車津駅・南草津駅を起終点に放射状のプ恢路線網を構築
・路線′恢の利用者数はコロナの影響等で減少傾向にあり、路線の廃止や減便が発生。

コロナ禍で大きく減少し、現状でもコロナ禍前の約9割までしか回復していない
。運転手の高齢化や不足、労働時間改善基準改訂により、路線バスやまめ,恢等の

現状の運行内容での継続が困難
。まめプし軒u用の約4害Jが片道利用
・デマンド型交通まめタクの本格運行開始 (現状ではまめタクの認知度は低い)

・淡海医療センター等の病院送W恢 は通院を支える交通手段のひとつ
。マイカー利用の増加で、主要道路等で慢性的な渋滞が発生
・高齢者の運転免許保有率力Ч曽加し、高齢者が関係する交通事故が多い。75議以上

になると運転免許の自圭返納者が増え、非保有者が半数近くを占める
。公共交通や道路のパリアフリー化が不十分
・自転車利用への需要は高いが、駅周辺の自転車駐車スペースが不足
。公共交通の乗鶴Lぎ運絡や情報案内が不足

●プ恢交通不便地の存在

●公共交通の1青報提供が不十分

●慢〕性的な交通渋滞による
パスの定時性・速遭 l生の低下

0パリアフリー化の整備促進

●駅周辺の自転車駐輪場の確保

●過度な自動車依存意識

からの月比去ロ

●移動
=…

ズに応じた
運行改善・禾u便性向上

o地域公共交通の維持に

向けた利用促進

●市民・地元企業・

交通事業者・行政の連携

課 題

※強調太字 :網形成計画策定以降の社会情勢の変化等を踏まえ新たに追加した視点 33





草津市地域公共交通計画

(骨子案 )
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地域公共交通に係る基本方針と目標

日 計 画作 成 の目的

令和 2年の「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」の
一部改正に伴い、鉄道や路線′ぐス等の公共交通を中心に地域の
多様な輸送資源を総動員するなど、様々な交通課題を解決する
ために、さらに内容を充実させることとなつた。
これを受けて、本市の地域公共交通を取り巻く諸課題に市民 (地
域 )・ 交通事業者・行政が一体となつて対応していくために、現行
の「草津市地域公共交通網形成計画」を見直し、持続可能な地
域公共交胸 トヮ…クの形成に向けた本市の公共交通のあり
方を示す「草津市地域公共交通計画」を新たに策定するものであ
る。

・ 対象 区域

計画対象地域は、革津市とする。
なお、計画に基づき具体的な取組を実施するにあたっては、日常生
活において人の移動が多い隣接市と連携を図るものとする。

・ 対象期間

計画の対象期間は′2024年度 (令和 6年度)～ 203
3年度 (令和 15年度)の 10年間とする。

・ 計画の位置づけ

地域公共交通の活性化及び再生に関する法律、活性化再生法
の一部を改正する法律に基づき策定するもので、「第 6次草津市
総合計画」に掲げる1琴来のまちの姿を交通面から実現することを目
:旨すものである。
また、上位計画である「革津市都市交通マスタープラシ」の考え方を
踏襲し、「草津市地域公共交通網形成計画」の見直し版として、
持続可能な地域公共交通昧ットワークの形成に向けた本市の公共
交通のあり方を示すための計画である。

離もがいつでも安心して移動できる
持続可能で健幸な交通まちづくりの実現

●」R、 路繰バス、まめバス、まめたく、タク
シーなど多様な公共交通手段が魯Iriに連1男

し、居住誘導区城・都市機能誘導区城と各at

活・交通拠点を結ぶ|キ繊可能な公J時 交通ネッ
トワークを形成します。

●駅周辺の公共交通の利使性の向 にと利用燃焼
を整備します。

0公共交通だけでなく、白帖車やその他の移動
支援サービス等、地域の多様な輸送資源との

連携により、4L活拠点内の |」 軒†生活を文える
移動手段を確保します。

●医療施設や商業施設、文化拠点などへのアク
セスを確保し、市民の外出機会や来訪者を増
やし、まちの活力向上を図ります。

●市、交通事業者、
「

1丁民、利用者、民間企業等
も含めて、関係者が連携し、将来にわたって
公共交適を文え、維持・確保を図ります。

●白家用車に過度に頼ることなく、公共交通も
上手く使つて移動し、自分たちの公共交通は
白分たちで守り育て、将来の世代まで残して
いく意識を醸成します。

本市の地域公共交通の課題 計 [むJの基本チJ金 |

市民・地元企業・交通事業

者・行政の連携

地域公共交通の維持に向け

た利用促進

地域公共交通を支える体制・仕組みづく
り (市民・交通事業者 。行政の連携)

〔前計画の基本施策3に対応】

基杢
方針3

移動ニーズに応 じた運行改

善・利便性向上

過度な自動車依存意識から

の脱渕I

駅周辺の自転車駐輪場の確

保

多様な移動ニーズに対応した地域公共変
通の確保 (多様な輸送資源の総動員)

【前計画の基本施策2に対応】

基杢
方針2

バ リアフリー化の整備促進

慢性的な交通渋滞によるバ

スの定時性・速達性の低下

公共交通の情報提供が不十

分

多様な交通手段が連携した利便性の高い
地域公共交通ネットワークの構築

【前計画の基本施策1に対応】

基杢
方針 1

バス交通の不便地の存在

《計画の基本理念》
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地朝公共交通に係る基本方針と目標

0地域公共交通の利用者数の回復
【考え方】コロナ禍による外出自粛に伴う利用者数の減少からの回復 (2019年度の水準)を目指します。

●地域公共交通に対する市の財政負担額の維持
【考え方】人件費・燃料買が高騰するなか、運行の効率化を図りつつネットワークを維持することを考慮し、プにス路線維持に係る市の財

政負担総額の2022年度の水準維持を目指します。

●地域内幹線・フイーダー系統補助路線の収支差改善
【考え方】運行の効率化等を通じ、運行経費の縮減を図ることで収支差の改善を目指します。

基本方針 1 多様な交通手段が連携した利便性の高い地域公共交通ネツトワークの構築

●公共交通の利便性に満足してしれる市民の割合
【考え方】多様な交通手段が運携した利便性の高しヽ地域公共交通の構築に向けて、市民の満足度を基に取り組みを評価します。

前計画策定以降の5年間で満足している市民の割合は4=3ポイント増加しており、◆後も引き続き増加を目指します。

基本方針 2 多様な移動ニーズに対応した地域公共交通の確保 (多様な輸送資源の総動員)

o公共交通カパー率 (人口)

【考え方】日常生活を支える地域公共交通の確保に向けて、公共交通カパー率を基に取り組みを評価します。
現状で。●°/0の人口をカパーしていますが、0●°/oを目指します (整理中)。

基本方針 3 地域公共交通を支える体制・仕組みづくり (市民・交通事業者・行政の連携)

o運転免許自主返納率/免許返納者数 (65歳以上)

【考え方】関係者が運携し、自家用車に過度に頼ることなく、公共交通は自分たちで守り育てる意識の醸成に向け、運転免許返納率・

全体の目標

免許返納者数を基に取り組みを評価します。
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本市における地域公共交通の位置づけと役害J

口生活拠点を中心に民間路線ノヾスとまめメ恢 、まめタク等の公共交通機関の役割分担の明確化を行うことにより、利便性
および効率性の向上を図る。

・ 公共交通機関の位置づけ、役割分担は以下の通り設定する。

事業所と連携し、補助等実施することにより、持
続可能な渾行を目指建 ___ 0¬

身体的条件等により、地域公共交通や自家用車等
支える。

・福祉有償運送
・介護タクシー_雪

福祉交通福祉交通

地域の住民とんが支え合う活動 (地域主導)

として、市力政 援しつつ持続可能な運行を目指す(

高齢者。障害者など、社会とのつながりが希薄化して
いる人や日常生活支援が必要な人の移動を支える。

・ボランティア輸送
地域主導の
公共交通

既存ノ恢路線との輻壌を避けつつ、効率的な運
用を目指す。

地域公共交通と連携又はこれを補完する交通手段と
して、医療機関等の各種施設利用者のイ多動を支える

・病院送』 恢
・民間送迎サービス等

地域の

輸送資源補動的
交通そ

の
他

鉄迦駅や市内主要施設を中心に持続可能な運
行を目指す。

幹線。支線で支えることのできない地域の移動を面的
に支える。

・滋賀タクシー
・帝産タクシー滋賀
・滋賀ヤサカ自動車
・流賀第一交通
・桜タクシー

・近江タクシー
・滋賀正ムケイ

一般
タクシー

地域ぐるみの取組みの支援等も含めて路線の維
持。活!陛化を目指す。

。まめタクその他の路線
乗合タクシー

黄緑色

地域公共交通確保維持事業 (フィーダー補
助)を活用し、持続可能な運行を目指す。

本市内の生活拠点と既存地域及び域内の主要施設
を循環する支線であり、需要が少ない地域等における
住民生活に係る移動を中心に支える。

。まめタク補助対象地域間幹
線′恢系統と接続する路線緑色

乗合タクシー

地域公共交通確保維持事業 (フィーダー補
助)を活用し、持続可能な運行を目指す。
三―ズに応じた路線の見直し。再編より、財源の
効率化を目指す。

草津駅及び南革潮駅を発着地とする支線であり、路
翻 恢でカパーできなしV恢交通不便地における住民
生活に係る移動を中心に支える。

。まめパス草潮駅医大線以外
の路線

・草津・栗東・守山くるつとプ恢

コミュエティプ(

ス

深緑色

交通事業者、県、隣接市町村との連携強化を図
り、持続可能な運行を目指す。

。帝産湖南交通
。近江鉄道 近江大橋線以外
の路線

路線バス

艶

を活用し、持続可能な運そ詑 目指す。

地域公共交通膵ットワークの第 2の骨格を形成する
路線であり、草津駅及び南草津駅を発着地として、
市内の生活・交通拠点や大学、工業団地、医療施
設等を結ぶとともに、近隣市との広域移動や通勤・通
学をはじめとする比較的大量な移動を担う。

。近江鉄道 近江大橋線
。まめ′恢 草津駅医大線

路綱 恢
水色

鉄週駅を拠点とした取組と合わせ、持続可能な
運行を目指す。

地域公共交通昧ットワークの骨格であり、市域や都市
圏を超える移動や拠点間の移動等につして、生活、
観光等で多面的に支える。

。」R琵琶湖線
・JR革津線

鉄道

地
域
公
共
交
通

確保・維持の方針役郎鰍 尊モード位置づけ

広域幹線

地域幹線

面的交通

地域内
支線・補完



将来の地域公共交通和炸ワエク

日本市の地域公共交通の将来ネットワークは以下のとおりとする。

ロネットワークの骨格構造は現状を踏襲しつつ、都市機能誘導区域と生活・交通拠点を持続可能な公共交通網で結ぶと

ともに、生活拠点内の移動手段を確保する。

」
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基本方針及び目標の実現に向けた事業や取組

日前章で掲眈 目標の達成に向け、基本方針に基づき、以下の施策メニュー (案)を定めました。

基本方針 1 多様な交通手段が連携した不U便性の 同 しヽ地域公共交通ネ ツ トワ クの構築
※強調太字 :網形成計画策定以降の社会情勢の変化等を踏まえ新たに追加した視点
※提案 :近畿運輸局の地域連携サポートプランに基メ 提案内容

持続可能な公共交通 :。路線ノ恢やコミュエティプ恢路線の再構築 【継続】
網の形成     :。メ恢の路線確保に向けた支援の検討 【継続】

.担い手 (運転手等)確保に向けた支援の検討 【新規。提案】

●

の導入検討 【見直し】

連続性のある道路環 i。公共交通による駅へのアクセス強化 【継続】
境整備      :。 層沢前ロータリーの機能性の向上 【見直し】

i。鉄道駅周辺のパリアフリー化の推進 【継続】

:。 自転車走行空間の整備 【継続】

鉄道駅における乗り糸L:。鉄道とノヾスとの乗り糸Lぎ号虫化 【浄L続】
蕩 u便性の強化   :。行き先別の′玖 乗り場の再編 【新規・提剰

1路線げКスの共通ナン′Wングの導入検討 【新規・提案】

:。 主要駅および生活・交通拠点への公共交通総合案内情報 (デジタルサイネージ等)

iの整備 【見直し。提案】

:。交通系ICカード等のキヤッシュレス決済の導入塁進 【見直し・提案】

鉄道駅周辺での自転 1鉄道駅周辺での自転車駐車スペースの環境整備 【継続】
車利用環境の整備  :。レンタサイクル事業の展開 【見直し】

:。放置自転車の削減対策 【継続】

施策①

施策②

施策③

施策④



目標の達成に向けた施策

基本方針2 多様な移動ニーズに対応した地域公共交通の確保 (多様な輸送資源の総動員)

まちづくりと運携した交 :.サイクル&′ウ〔ライドの環境整備の拡充【見直し】

福祉分野等と連携し:。生活支援サービスの充実【静L続】

た移動手段の充実  :。地域の主体的な助け合いの環境づくりの推進【継続】

:。病院・事業所等の洪抑サービスとの連携の検討【新規。提案】

広域的なパス路線の:。隣接市と連携したメ恢路線網の強化【率L続】

充実       :。 大津湖南エリアの公共交通の充実【継続】

【見直し】通昧ットワークの確立  i施策⑤

施策⑥

施策②
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基本方針及び目標の実現に向けた事業や取組

基本方針3 地域公共交通を支える体制・仕組みづくり (市民・交通事業者・行政の連携)

モビリティ・マネジメント
:。
地域や転入者、事業所等へのモビリティ・マネジメントの推進・乗車機会の創出【見直し】

の推進      :。 小学校等における交通環境学習の推進【静L続】

i。まめタクヘの乗り方教室の実施【新規・提案】

:。公共交通に関する1青報提供の充実【継続】

:。特徴を活かした連節ノ恢の有効活用【継続】

いつでも誰もが利用し
やすい公共交通環境
の整備

高齢者が運転免許証 :

。公共交通のパリアフリー化の推進【継続】

。ノ恢待ち環境の整備検討【継続】

。ノリt回ケーションシステムや配車アプlJの導入検討【継続】

。交通系 ICカード等のキヤッシュレス決済の導入検討【見直し・提案】

。来訪者等の公共交通利用の促進【継続】

。公共交通マツプの作成【新規・提案】

.交通安全教育の充実【継続】

皇∃蕩汗納しやすい環I垣:::唇葉莫1雪i至曳豊計讐岳餐菫≧整要恥支ぁ充実【津L続】
商業施設・地元企業 1運賃割弓l等 (商業施設等との連携)による利用促進【新規。提案】
等との運携    :。 営業外収入の確保.営業外収入の確保 (広告収入の増加)【新規・提案】

。地域と連携した′玖車内のに諦 い創出 (′し軒u用の付加価値の提供)【新規・提案】

施策③

施策③

施策⑩

施策①

41


